
ご支援総額
2022年5月19日までの寄付総額

避難所で食事の配布をする福田会スタッフ
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レストランプロジェクト

82,807,853 円

避難所への支援物資提供

現地ポーランド人ボランティアへの宿泊場所提供

現地避難所で不休で支援活動にあたるスタッフへの支援

5月16日(月)～22日(日)の期間中の
寄附金使用額

79214.04 zl(約230万円)

5月16日(月)～22日(日)の支援活動

プロジェクト協力店4店舗と継続して温かい食事の提供
各店舗との打ち合わせ
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クラクフ市内シェルターへの支援物資提供
　　

避難所のボランティアスタッフと連携し、クラクフ中央駅簡
易避難所及び、隣接するカリタス運営支援所への必要物資の
購入・提供を引き続き実施。
ポーランドは一気に気温が上がり飲料水の需要が増えた
ため、一度に1000本以上の水を購入した。

活動内容

レストランプロジェクト
　　

レストランプロジェクトの需要は非常に高く、クーポン利用者より感謝の声が
続々と届けられている。
右の女性はビデオレター内で下記のように述べている。

「私は母、娘、犬と猫とともにこちらに避難をしてきています。
レストランのシェフと日本の支援者の皆様に深く御礼を申し上げま
す。
食事はとても美味しく、量も十分です。深く感謝しています。
私たち家族全員より、皆様のサポート・理解・ウクライナへの支援に対して感
謝を申し上げます。」

現地ボランティアへの宿泊場所提供
　　

福田会が支援物資の提供を行っている避難所では、毎日不休
で支援活動にあたっている現地ボランティアスタッフが多
く、そのほとんどが避難所内の簡易ベッドで仮眠をとってい
るため、現地ボランティアスタッフの為の宿泊場所を提供。
３～４名まで宿泊可能なアパートホテルを1室、7月1日まで予
約。



現地の動向
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ポーランドに流入したウクライナ避難民の数は約346万人とされている。(5月18
日時点）

国連によると、2月24日以降、すでに631万人以上がウクライナから避難してい
る。

ポーランドは一気に夏らしい気候となり、観光客の姿も目立ち始めた。
市内の両替所では依然としてロシア・ルーブルの取引は停止している。


